
自己の生き方を見つめ、道徳性を高める子どもを育てる道徳科学習指導 

～自分との関わりで深める発問と話合い活動の工夫を通して～ 

 

 

要約 

平成２７年３月、学習指導要領が一部改正され、「特別の教科  道徳」（以下「道徳科」）

として位置付けられた。これは、これまでの道徳の時間から、大きく二つの課題が指摘さ

れたからである。一つ目は量的課題、二つ目は質的課題である。このことを踏まえ、子ど

もが自分自身のこととして考え、課題意識をもって主体的に考える学習、資料中の登場人

物に共感するだけで終わらない学習、多様な価値観を磨き合う学習への転換が図られてい

る。  

しかし、自分自身のこれまでの道徳の指導を振り返ったとき、課題の捉えさせ方、発問、

話合い活動のさせ方について、質的課題があった。  

また、本学級の子どもは、道徳の学習において、道徳的な課題を自分のこととして捉え、

考えを深めることができていなかった。そのため、自己と向き合わせる必要があると考え

た。さらに、事前アンケートより、友達との関わり方に対する課題意識の低さが見られる

ことから、人との関わりに関する価値項目Ｂを実践につないでいきたいと考えた。特にい

じめアンケートの結果より【Ｂ相互理解、寛容】に重点をおいて、道徳性を高めたいと考

えた。  

よって、自分との関わりで深める発問と話合い活動の工夫を行い、自己の生き方を見つ

め、道徳性を高める子どもの育成を目指す本研究は意義深いと考える。そのため、次のよ

うな具体策のもと研究を進めていくことにした。  

 

①  自分との関わりで考えられるように、発問の大きさや立ち位置を考えた発問を仕組む。

（置き換えて立場を問う発問と価値を問う発問）  

②  立場シールや立場カード使って自分の立場や考えを可視化し、多様な考えを生かして

話し合い、多面的・多角的に考えられるようにする。（討議形式の話合い活動）  

 

実践の結果、次のような成果（○）と課題（●）を得た。  

 ○ つかむ段階で立場シール、ふかめる段階で立場カードを使って自分の立場を可視化

し、自分との関わりで考えさせたことで時間軸の視点で自己を振り返ったり、心の変

容に気付いたりすることができ、自己の生き方を見つめることにつながった。  

 ○ 置き換えて立場を問う発問と価値を問う発問を行い、討議形式の話合い活動を取り

入れたことで、多面的・多角的に考えを深めることができた。  

 ● より、多面的・多角的思考を深めていくための視点移動を生かした発問の工夫や、

立場カードを有効活用した交流のさせ方の工夫が必要である。  

 

キーワード  自己の生き方を見つめる  自分との関わりで深める  発問と話合い活動  

 

 



１ 主題設定の理由 

（１）道徳科のねらい・「小学校学習指導要領解説  特別の教科 道徳編」から  

   平成２７年３月、学習指導要領が一部改正され、「特別の教科  道徳」（以下「道徳

科」）として位置付けられた。これは、これまでの道徳の時間から、大きく二つの課題

が指摘されたからである。一つ目は、道徳教育そのものを忌避しがちな風潮があり、

他の教科等に比べて軽んじられ、他の教科等に振り替えられていたという量的課題、

二つ目は、学校間、教師間の取組に大きな差があり、道徳の時間の指導方法にばらつ

きが大きく、また、授業が単に読み物の登場人物の心情を理解させるだけという指導

になりがちだという質的課題である。これらのことを踏まえ、子どもが自分自身のこ

ととして考え課題意識をもって主体的に考える学習、資料中の登場人物に共感するだ

けで終わらない学習、多様な価値観を磨き合う学習への転換が図られていると言える。 

 

（２）指導上の課題から  

   自分自身のこれまでの道徳科の指導を振り返った時、次の三つの課題があると考え

る。  

   一つ目は、道徳的な課題の捉えさせ方である。これまでは、子どもにとって資料中

の出来事として考えさせるだけで終わってしまうことが多かった。そのため、自分に

とって追求する必要感や切実感をもたせることができなかった。  

二つ目は、発問である。これまでは、ある場面の登場人物に共感させて、心情の変

化の理由を問うような発問が中心になってしまっていた。そのため、資料の主題やテ

ーマを掘り下げて追求するような発問ができていなかった。   

三つ目は、話合い活動のさせ方である。話し合う視点や目的を明確に示さず、ペア

やグループで互いの考えを出し合うだけの交流であったため、考えの広がりや別の視

点からの価値の捉えができなかった。そのため、多面的・多画的に考えることを通し

て、多様な価値観を認め合うことにつながらなかった。  

 

（３）子どもの実態から  

   本学級の子ども２５名に対して、６月に行った道徳科の学習に関するアンケート調

査では、「道徳で学習したことが、自分の生活とつながっている」と回答した子どもは

約３５％【資料１】であり、自分との関わりで道徳的価値を捉えられていないと言え

る。本学級の子どもは、道徳の学習において、求められていると思う答えを書いたり、

いつも同じような一面的な考えを書いたりして、道徳的な課題を自分のこととして捉

え、考えを深めることができていなかった。そのため、自己と向き合わせる必要があ

ると考えた。  

また、「学習したことを実際に『やってみよう』と思うことがある」と回答した子

どもは約４５％いたが【資料２】、そのほとんどは、価値項目【Ａ節度、節制】（時間

に対する意識）、【Ｃ公正、公平、社会正義】（挨拶について）であった。しかし、人と

の関わりに関する項目についての回答は見られなかった。そこで、人との関わりに関

する価値項目Ｂを実践につないでいく必要があると考えた。特に、いじめアンケート



【資料１】  【資料２】  

の結果より【Ｂ相互理解、寛容】の価値を捉える授業実践を通して、道徳性を高めた

いと考えた。  

これらの課題から、自分との関わりで深める発問と話合い活動の工夫を通して、自

己の生き方を見つめ、  

道徳性を高める子ども  

を育成する本研究は意  

義深いと考え、本主題  

を設定した。  

 

２ 主題の意味 

（１）「自己の生き方を見つめ、道徳性を高める子どもを育てる」とは  

   「自己の生き方を見つめる」とは、自分を通して自分自身を知ること（「これまでの

自分は」「自分だったら」「これからの自分は」）や、他人を通して自分自身を知ること

である。  

   「道徳性を高める」とは、学習活動において、子どもの道徳的判断力、道徳的心情、

道徳的実践意欲と態度が多面的・多角的に発展し、道徳的実践につなげていこうとす

る内面的資質が向上することである。  

つまり「自己の生き方を見つめ、道徳性を高める子ども」とは、常に自分の内面に

問いかけながら、道徳的価値の意味や大切さを理解して、よりよい生き方を目指そう

とする思いをもった子どものことである。  

本研究では、以下に示す三つの特性をもった子どもを目指す。  

○ 捉えた価値の大切さを理解し、どう生きることが望ましいのかを判断する子ども  

（道徳的判断力）  

○ 捉えた価値の大切さを感じ取り、望ましい生き方を目指そうという思いをもつ子  

ども                            （道徳的心情） 

○ 自己を見つめ直し、道徳的判断力、道徳的心情によって価値があるとされた行動

を日常の生活の中で実践しようとする子ども       （道徳的実践意欲と態度） 

 

（２）副主題「自分との関わりで深める発問と話合い活動の工夫を通して」とは  

   「自分との関わり」とは、全ての場面（実態アンケート、中心人物と自分を置き換

える、話合い活動、今日の学習で）において、常に自分を通して考えることである。  

   「発問の工夫」とは、自分との関わりで考えられるように、発問の大きさや立ち位

置を考えて発問を仕組むことである。  

   「話合い活動の工夫」とは、立場シール（事前アンケートによる自分の立場を示す

もの）や立場カード（中心場面での自分の立場を示すもの）を使って自分の立場や考

えを可視化し、多様な考えを生かして話合い、多面的・多角的に考えることである。  

  そこで、次のような手立てを講じる。  

  ○ 置き換えて立場を問う発問、価値を問う発問  

○ 立場カードを生かし、討議形式を取り入れた話合い活動  

○ 日常生活とつなぐ振り返りやアンケート  

道徳科学習に関する実態調査結果  



３ 研究の目標 

 自分との関わりで深める学習過程を工夫した実践を検証し、自己の生き方を見つめ、道

徳性を高める子どもを育てる道徳科学習指導の在り方を究明する。  

 

４ 研究の仮説 

 相互理解、寛容の価値を捉える授業実践において、常に自分との関わりで深められる発

問と話合い活動の工夫を取り入れた指導を行えば、道徳的判断力・道徳的心情・道徳的実

践意欲と態度が養われるので、「自己の生き方を見つめ、道徳性を高める子ども」が育つで

あろう。  

 

５ 仮説検証の内容と方法 

 本仮説に取り組むための具体的な方途として、以下の内容や方法を決め、研究に取り組

むことにした。  

 （１）検証内容  

   ① 発問の工夫             ② 話合い活動の工夫  

    ○ 置き換えて立場を問う発問      ○ 討議形式による話合い活動  

    ○ 価値を問う発問  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）検証方法  

   ① 道徳ノートの記述。  

    ○ 中心場面における自分の立場に置き換えた考えがあるか。  

    ○ 「今日の学習で」に、自分と異なる意見に触れた記述があるか。  

○ 「今日の学習で」に、これまでの自分を振り返り、道徳的実践意欲・態度と

関連する記述があるか。  

※「今日の学習で」の 3 つの視点（今までの自分、今日の学習で、これからの自

分）  

   ② 子どもの発言  

   ③ アンケートや生活日記による実態把握と子どもの考え方の変容  

 

【資料３ 検証内容の具体案】  

 



６ 研究の計画 

 研究内容  

６月  研究主題の設定  

７月  研究の構想  

８月  教材研究  

９月  検証授業①  

「にぎりしめた いね」内容項目：Ｂ相互理解、寛容  

１０月  教材研究  

１１月  検証授業②  

「わかっているはずだから」内容項目：Ｂ相互理解、寛容  

１２月  成果と課題  

１月  研究のまとめ  

２月  研究報告  

 

７ 研究構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※判 (道徳的判断力 )、心 (道徳的心情 )、意・態 (道徳的実践意欲と態度 ) 

自己の生き方を見つめ、道徳性を高める子ども 



８ 研究の実際 

 （１） 検証１  

   主題名「相手の意見を聞く」  

   教材名「にぎりしめたいね」  

   ① 本時学習のねらい  

    ○ 自分にも足りないことがあることや、意見の違いは、よりよいものが生まれ

る豊かさにつながることに気付き、自分と異なる意見の背景を考えながら、

自分とは反対の意見を聞き、異なる意見も大切にしようとする態度を育てる。 

   ② 展開  

 学習活動の実際  支援の有効性（○成果●課題）  

 
つ
か
む  
 
 
 
 

 
１  事前アンケートの結果を提示し、自分
自身の体験を想起させ、学習の方向付け
を行った。また、立場シール、カードを
使って自分の立場を明確にした。(緑：で
きていない、黄：できている ) 

   
        
 
 
 
 
 
 
   
 

 
 
 

 
○ アンケートを活用し、その場面
や理由について出し合うことは、
本時のめあてをつかむのに有効
であった。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 色で自分の今の状況を示し、ノ
ートに残しておくことは、学習前
の自分を振り返る際に有効であ
った。  

 
 
さ
ぐ  
る  

 
２ 教材「にぎりしめた いね」を通して、
自分だったら「甚兵衛さんに話をしまし
ょう」と言えるか、それはなぜかを話し
合った。  

置き換えて立場を問う発問：もし自分だっ
たら「甚兵衛さんと話をしましょう。」と言
えますか。それはなぜですか。  
○ カードを使って立場を示した。  
（言えない：緑、言える：黄）  

 
○ 置き換える発問をすることは、
反対の意見を聞こうとした気持
ちについて、自分自身の問題とし
て考えることにつながった。  

●  資料を読む際に時代背景を把
握する必要があり、置き換えて考
えることに難しさを感じる子ど
もも見られた。  

●  ペアや全体での交流を設けた
が、討議形式での交流が不十分で
あった。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 【資料４  道徳ノート  Ａ児 (左 )・Ｂ児 (右 )】  

 

Ｃ 1：  私は言えません。なぜなら、命を差
し出すのと同じなのに、話を聞いて川を

通すことになったら、命を落とすことに
なってしまうことになるかもしれない
からです。  

Ｃ 2：ぼくは言えます。なぜなら、甚兵衛
さんの村は米の収穫が難しいと分かっ
たからです。  

Ｔ：  でも川を通したら自分たちの村も被
害に遭うかもしれませんよ。  

Ｃ 2： 自分の村も大事だけど、何か方法を

考えればいいと思います。  

 

【立場討議形式を取り入れた話合い活動】 

【 写 真 １  立 場 シ ー ル ( 左 ) 立 場 カ ー ド

(右 )】  

◎自分とは違う意見も聞こうとす

ることができていますか。  

 

できていない  

・遊びのときや話合い活動のとき  

→自分の意見が無くなってしまい
そうだから。  

できている  

→友達の意見も大切。  

 仲間外しをしないため。  

【アンケート】 

 自分とは反対の意見を聞くときに大
切なことはなんだろう。  



 

  
価値を問う発問：わたしが「話をしましょ
う」と言えたのはなぜでしょう。  
大切なことは何でしょう。  
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
○ まず「言えたのはなぜか」を問
い、全体で確認してから「大切な
こと」を問うことで、まとめにつ
ながる言葉（価値の捉え）を子ど
もから引き出すことにつながっ
た。  

  
 

 

 
み
つ
め
る  

 
３ これまでの自分を振り返りながら、こ
れからの自分について、「今日の学習で」
にまとめた。  

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
○ 実態アンケートに戻り、立場シ
ールを振り返り、道徳的価値と照
らし合わせながら、自分の心の弱
さや気持ちの変化に気づくこと
ができ、「みつめる」段階につな
ぐことができた。  

○ 「今日の学習で」の書き方の 3
つの視点を与えたことで、今まで
の自分の言動と授業での学びを
結び付け、今後の自分の生き方に
ついて考えることにつながった。 

●  3 つの視点に沿って書くこと
ができずに、深まりが不十分な子
どももいた。  

●  友達の考えに触れる交流の時
間を確保することができず、実践
意欲への高まりをもたせること
が十分にできなかった。  

   ③ 検証１の考察（ノートの記述より、ねらいを達成できた子ども  約４％）  

    ○ 自分の立場を可視化したことで、今の自分を振り返りやすくなり、今後の自

分の生き方を見つめることにつながったと考える。  

    ● 置き換えて立場を問う発問により、自己を見つめて思考することはできたが、

討議形式の話合い活動の不十分さにより、背景まで考えて価値を捉えること

につながらなかった。  

  

（２） 検証２  

   主題名「仲よしでも」  

   教材名「わかっているはずだから」  

   ① 本時学習のねらい  

    ○ 教材と実際の生活場面とを結び付けて捉えることで、友達の意見の背景を考

え、話を聞き、それを認めることの大切さに気付き、寛容の心で相手を受け

入れ、友達とよりよく関わろうとする態度を育てる。  

 大切なことは、相手の気持ちを考えた
り、知ろうとしたりする心をもって接す
ること。  

【資料 5 道徳ノート  Ａ児 (左 )・Ｂ児 (右 )】 

 

・実際に見て知った。  
・相手のことも考えられた。  
・相手のことを思う。  
・自分の事として考える。  

【価値の捉え（子どもの発言）】  



 

   ② 展開  

 学習活動の実際  支援の有効性（○成果●課題）  

 
つ
か
む  

 
１   事前アンケートの結果を提示し、自分自
身の体験を想起させ、学習の方向付けを行
った。また、立場シール、立場カードを使
って自分の立場を明確にした。(緑：できて
いない、黄：できている) 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
○  事前に生活日記を使ってアン
ケートに対する答えを書かせて
おき、「つかむ」段階で自分の経
験を正直に出し合うことで、生
活と結び付けて、めあてにつな
げることができた。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
さ
ぐ
る  

 
２  教材「わかっているはずだから」を通し
て、自分だったら、さくらがめいろを選ん
だことに納得できるか、それはなぜかを話
し合った。  

置き換える発問：もし自分だったら、さくら
がめいろを選んだことに納得できますか。そ
れはなぜですか。  
○ カードを使って立場を示した。  
（できない：緑、できる：黄）  

 
                
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
価値を問う発問：真由が「一人おこっていた
自分がはずかしくなった」のはなぜでしょう。
大切なことは何でしょう。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○  自分の経験とつなげて、考え
を書いたり発表したりしている
子どもが多く見られた。  

○  違う立場の考えを認めたり、
どの考えに対して意見なのかを
述べたりした上で、自分の考え
を発表することができた。  

 
○  教材文から根拠となる部分を
用いたり、自分や友達の考えを
もとにしたりして価値を捉える
ことができた。

Ｔ：同じ立場の意見に付け加えや違う立場

の意見に対して自分の考えを発表しま
しょう。  

(できない→できる ) 

Ｃ 1：ずっと一緒にいたのにわたしの意見
に賛成してくれなかったから。  

Ｃ 2：今までずっと同じだったのに違う意

見に賛成したのは納得できない。  

(できる→できない ) 

Ｃ 3：悲しい気持ちは分かるけど、相手 (友

達 )にも理由があるので自分の (都合の )

いいようにしてはいけない。  

Ｃ 4：「ずっと一緒にいたのに」という意見

に対して、仲良しでも考えは違うし、友
達なら意見が違っても仕方がないから。 

【立場討議形式を取り入れた話合い活動】 

 「わかっているはず」の相手でも、一
緒に過ごしていくときに大切なことは
何だろう。  

◎仲のいい友達の考えやその理由をいつ

もきちんと聞くことができていますか。  
 
できていない  

・遊びのとき  

→自分の思い通りにならないから。  

 どうせまた○○に決まると思っている

から。  

できている  

→自然と決まるから。  

 相手の話を聞かないと、もやもやさせて
しまうから。  

【アンケート】  

 大切なことは、自分の思いだけで友達の
ことを決め付けたり、否定したりせずに、
受け止める心をもつこと。  

【資料 6 道徳ノート  Ａ児 (左 )、Ｂ児 (右 )】  

・理由を聞いていなかった。（考えていなか
った。）  
・「仲良しだったら同じじゃないといけない
のかな」という話を聞いて自分の態度を後
悔した。  
・さくらの思いを知って、認めようとした。   
【価値の捉え（子どもの発言）】  



 
み
つ
め
る  

 
３  これまでの自分を振り返りながら、これ
からの自分について、「今日の学習で」にま
とめた。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【Ａ児】       【Ｂ児】  
 
 

 
○  「今日の学習で」の３つの視
点に沿った書き方に沿った振り
返りが書ける子どもが増え、自
分を見つめ、今後の自己の生き
方について考えられる子どもが
増えた。  

○  ある子どもの事前の生活日記
を紹介することで、価値の捉え
を強化したり、実践意欲につな
げたりすることができた。  

 

   ③ 検証２の考察（ノートの記述より、ねらいを達成できた子ども  約２６％）  

○ 討議形式の話合いを取り入れたことで、多様な考えを聞き合ったり、それを

もとに自分の考えを述べ合ったりして、考えを広げることができたと考える。 

○ 討議形式の話合いにより多様な考えを認め合い、価値を問う発問をしたこと

で、より納得しながら価値を見出すことができ、友達とよりよく関わろうとす

る意欲につながったと考える。  

〇 検証 1 よりも、発問と討議形式の話合いを通して、考えを広げたり納得して

価値を見出したりできたことが、自己の生き方を見つめて、価値を捉えること

につながったと考える。  

 

９ 全体考察 

事前と事後のアンケートの比較から、両方の項目において、大きな伸びが見られた。

これは、自己の生き方について常に自分との関わりで考えさせる立場の可視化や発問を

行ったことで、自分の日常生活の事象と重ねて考えることができるようになり、実践意

欲につながってきていると捉えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、それに加え、「友達との関係で前と変わったことはあるか。」という質問をし、

自由記述をさせた。すると、【資料 9】のような記述が見られた。このことから、【Ｂ相

互理解、寛容】の教材で討議形式による話合い活動を行い、多様な考えを認め合って価

【資料７  「今日の学習で」Ａ児 (左 )、Ｂ児 (右 )】 

Ａ君がＢ君に「トランプしよう」と言い、
Ｂ君が「いいよ」と言って、ぼくもうなず

いていたのに、Ａ君がぼくにも「トランプ
でいい？」と聞いてくれました。その日か
らぼくも、Ａ君だけでなくＢ君の考えも聞

いたらいいなと思いました。  

【紹介した生活日記の内容】 

【資料 8 事前、事後のアンケートの比較】 



値を見出したことで、日常の友達との関わりでも、異なる意見を理解しようとする姿に

つながってきていると捉えた。さらに【資料 10】の記述から、捉えた価値を日常生活に

つないでいる友達の姿に気付き始めている子どももうかがえる。これらの子どもの姿か

ら、学習を通して互いの生き方を見つめ直し、望ましい行為に気付き、心地よさを感じ

たり判断したりする力が高まってきていると捉えた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 研究の成果と課題  

 ○ つかむ段階で立場シール、ふかめる段階で立場カードを使って自分の立場を可視化

し、自分との関わりで考えさせたことで時間軸の視点で自己を振り返ったり、心の変

容に気付いたりすることができ、自己の生き方を見つめることにつながった。  

 ○ 置き換えて立場を問う発問と価値を問う発問を行い、討議形式の話合い活動を取り

入れたことで、多面的・多角的に考えを深めることができた。  

 ● より、多面的・多角的思考を深めていくための視点移動を生かした発問の工夫や、

立場カードを有効活用した交流のさせ方の工夫が必要である。  
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